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電話 0467-47-1312 

山口内科 

４．むくみの治療薬 

１)利尿薬 体の余剰な水を体外に出す薬 

・ループ利尿剤：フロセミドに代表される薬

で、腎臓の尿細管に働き、水の再吸収を抑

え、体から水を絞り出します。水の絞り過ぎ

で脱水になったり、血液中の塩分であるNa
(ナトリウム)やK(カリウム)が下がりすぎる場

合があるので時々チェックが必要です。ま

た、非常によく効くので、脱水になってしま

わないよう、必要最低限使います。 

・高アルドステロン薬：スピロノラクトンな

どです。強力な利尿剤ではありませんが、K
を保持する働きがあるのでループ利尿剤と併

用し、補い合うようにして使います。 

・サイアザイド系利尿剤：ループ利尿剤と別

の経路で腎の尿細管に作用し、Naとともに水

を体外に排出します。 

２）トリバブタン 

 ループ利尿剤で効果の不十分な心不全

に使われ、利尿を強化する薬です。血管

外（間質）の水を血管内に引き込む働き

があるため、むくみや胸水などが取れや

すくなります。水だけ尿に出す働きがあ

り、Naが低下することなく、むくみが

取れます。下線のしばりがある心不全に

のみ使われる利尿剤の一種です。 

３）SGLT阻害剤 

 糖尿病の薬として世にで、その後、ブ

ドウ糖とともに水分を尿に出す利尿作用

が心不全に有効とわかり、その治療にも

用いられるようになりました。なお、糖

尿病と心不全以外では使えません。 

４）炎症を取る治療 

 炎症の内容によって、抗生剤や抗炎症

剤、ステロイドなどが該当します。 

編集後記 

 気温が上がり、だいぶ過ごしやすくなりました。体が柔らかくなったのか、筋肉がスムーズに動くような

気がし、通勤時に登る坂があまり辛くなくなりました。ウグイスなどの切り通しの鳥たちのさえずりも、ひ

ときわ、かまびすしく聞こえます。桜も終わり、ハナミズキなど晩春の花たちが、新緑とともに眩しく感じ

ます。これから、ひと月が、1年で最も過ごしやすい季節なのでしょう。これは、何も人だけではありませ

ん。芝は緑濃くなり始め、その葉の間に、クローバーやイネ科の雑草が勢いづいています。このまま連休ま

で放っておくと始末に負えなくなるため、先週末から少しずつ玄関先や庭の草に手をつけ始めました。根か

ら抜いていく草むしりは、本当に根気がいる仕事で、冬の間はサボり気味でした。しかし、これから秋にか

けて半年、粘り強く取り組まなくてはなりません。この作業は無心でいられたり、ゆっくり考えることがで

きる余暇になる場合もあるので、時間に余裕があるときは意外とありがたいものです。 

 スギ花粉症は終わり、ヒノキも徐々に少なくなってきました。幸い、この冬は感染症があまり広がらな

かったので、しばらくは穏やかに仕事ができそうです。余裕がないときは、目の前の仕事をこな

していくことだけに夢中になりますが、季節の良い時期に今までできなかったことを考え、取り

組んで行こうと思っております。「さくらネット」の登録者数は1560名を超え、ネットインフラ

も進みました。これからは、実のある医療DX化を広げて行くつもりです。 
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5月は第２（８日），第４（22日）です 

（GW休みのお知らせ） 
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  ４月は２８日（月）までの診療となります。連休の後

の診療は５月７日（水）から始まります。 

通常どおり 休み 通常 

１．体内の水とむくみ 
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編集 山口 泰 

Y a m a g u c h i
   C l i n i c

る水は、体重の40%にも及びます。これ

に対し、間質液は体重の15%となりま

す。体重の残り40%が脂質、タンパク

質、炭水化物となり、女性や肥満のある

方は45%～50%に及び、水の比率が減り

ます。リンパ液を含む間質液と血漿を合

わせて細胞外液と呼ぶこともあります。 

 むくみ（浮腫）とは、この間質液が増

え、間質部分がブヨブヨに膨れてしまう

ことをさします。なお、間質部分に水以

外のタンパク成分が貯まるむくみ（硬性

浮腫）もまれにあります。 

 体はさまざまな物質で出来ています。筋

肉などの材料になるタンパク質、皮下脂肪

や貯蔵エネルギーや細胞膜の一部となる脂

質、同じくエネルギーや各細胞の成分とな

る炭水化物（でんぷん質）、生理機能を仲

介したり骨の主成分となる、ナトリウムや

カリウム、カルシウムなどの電解質が体の

成分としてイメージできると思います。し

かし、最も多い成分は水です。 

 水は主に口から入り、腸や胃などから吸

収されます。吸収先は血管で、血液の中に

入ります。血液は、赤血球、白血球、血小

板などの細胞成分、アルブミン、グロブリ

ンなどのタンパク質、そして血漿と呼ばれ

る水分です。血漿は、体重の5%程です。 

 血管の外には細胞や、細胞がまばらで線

維組織や線維芽細胞などが散在する間質と

呼ばれる場所があります。皮膚と脂肪層や

筋肉層の間の隙間が間質のイメージです。 

 細胞内には様々な成分がありますが、主

な成分は水です。そして細胞内液と呼ばれ
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２．水の出入りと保つ仕組み 
 胃腸から血液（血漿）、間質、細胞内 

へ、水のように分子量の少ない物質の、各

部位への移動は、拡散と呼ばれる滲み通る

イメージで移動します。押し出すのは血圧

などの圧力が関与するほか、次の仕組みが

駆動力となります。また、各部の移動を妨

げるものはパーティションともなる膜（半

透膜）です。 

１）浸透圧 

 各部位を遮る膜を通した物質の移動を促

す圧のようなものです。各部の水には様々

な物質が溶けています（溶質）。各パート

の主な溶質は、電解質やアルブミンなどの

タンパク質などです。細胞内液では、カリ

ウム（K)、リン酸（PO43-)やタンパク質、

間質液や血漿ではナトリウム（Na)、塩素

（Cl)、重炭酸（HCO3-）が主に浸透圧を

作っています。一般に溶質の薄い方から濃

い方へ水は移動し、各パートの濃度が等し

くなる方向へ水をひっぱります。 

２）膠質浸透圧（こうしつしんとうあつ） 

血漿と間質液では、血漿のほうがタンパク

質の量が多く、血漿（血管内の水分）の容

量を規定しています。このタンパク質濃度

がつくる水分の移動の駆動力となるものが

膠質浸透圧です。一般に血中タンパク質は

7.0g/dl以上、間質液のタンパク質は3.0d/
dlで、この差で血液の水の量は保たれてい

ます。貧血や栄養失調で血管内のタンパク

質量が減ってくると、水分が血管内に維持

できず間質液へ移動するため、むくんでき

ます。 

３）各パートを仕切る膜たちとむくみ 

 体の各臓器、各パートを仕切るものは膜

とよばれる透過性のあるものです。各細胞

の細胞膜、血管の内皮、腎臓の基底膜、肺

や腹部臓器を包む胸膜や腹膜などが有名で

す。これらは、正常な状態では水を含む物

質の移動を適正に保ち、不必要な物質の移

動が起こらないように働き、細胞、各臓器、各

パートの水分量を保っています。ところが、こ

の膜に異変が起こり、水分の移動がしにくく

なったり、勝手に移動してしまうことが様々な

病気で起こります。 

・膜の透過性が亢進する場合 

 皮膚、臓器などに炎症が起こると透過性が亢

進（水の移動が促進）します。具体的には、日

焼けや化膿による皮膚炎、蜂窩織炎などで、血

管の膜の透過性が上がると、水分が漏れ出て腫

れます。腫れは、むくんでいるということで

す。皮膚だけでなく、腹膜炎や胸膜炎で膜に炎

症が起こると、腹水や胸水が貯まりますが、こ

れも同様です。肺炎を起こし、レントゲンで白

くクッキリ写るのも、炎症の周りに漏れた水が

写っているからです。 

・膜の透過性が低下する場合 

 上図を前ページの図と見比べてみてくださ

い。腎炎や腎症で腎臓から尿へ水分が出ていく

膜が分厚くなり、水分などが移動しにくくなっ

た場合です。尿へ水が出ていかないので、血漿

にダブつきます。すると間質からの血漿への水

の移動が押し返され、間質へ押し出され行き場

がなくなった水分によってむくみが生じます。 

４）重力と足の運動 

 水は低きに流れるため、体の最下部の足は血

液やリンパ液が滞ります。心臓は体の末端に血

液を送りますが、戻りまでは十分責任を負いま

せん。そこで、足の筋肉が収縮し心筋ポンプの

代わりに血液を上の心臓へ送る働きを担ってい

ます。このため、歩かないとむくむのです。 
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１）心不全：血液を押し出すポンプの機

能が不十分となるので、押し出しきれな

かった血液が、静脈側の血管に滞り、そ

の内圧で血漿から間質液の方へ水が押し

出されてむくみます。心臓の機能低下は

様々な疾患で起こりますが、虚血性心疾

患（心筋梗塞など）、心臓弁膜症、心筋

症などが主な原因です。軽ければ、足だ

けがむくみますが、肺の血管から肺内や

胸腔へ水が漏れ、肺水腫や胸水となり、

息切れや呼吸困難を起こして来院される

こともあります。 

２）貧血：血液が失われると、①同時に

血漿タンパク濃度が減って、膠質浸透圧

が低下したり、②赤血球（ヘモグロビ

ン）が減り、酸素を全身に運ぶことがで

きないため、心臓に大きな負担がかか

り、相対的な心不全がおこります。 

 主な原因は、女性では月経過多（月経

困難症）、子宮筋腫などです。次に多い

のは、胃がんや大腸がん、胃潰瘍などか

らの消化管出血です。前者は10代から普

通に見られ、気づいていない方も多く、

たまたま調べたら貧血があり、増血剤を

服用したら、以前より元気になったなど

といった場合です。後者は、命にかかわ

りますので、貧血がある場合はきちんと

その原因を調べておくことが大切です。 

３）慢性腎臓病：腎臓のフィルターから十

分水が尿に出て行かなかったり、尿にタン

パク質（アルブミン）が漏れ出るネフロー

ゼで膠質浸透圧が低下して、血漿に水分を

維持できず、水が間質へ出ていきむくみま

す。血液検査のクレアチニン（eGFR)や、

尿検査で簡単にわかるので、足がむくんだ

場合は尿も調べておきましょう。 なお、

１）～３）は左右差はありません。 

４）局所の炎症 

 皮膚炎や蜂窩織炎などがきっかけで、炎

症で血管透過性が亢進し、むくみが炎症周

辺にでます。通常、発赤や痛み、熱感など

も、むくんだ場所に併存します。日焼け

（日光皮膚炎）や、やけどなどは広い範囲

にむくみが出る場合もありますが、炎症が

鎮まれば、むくみは治まります。 

５）膝関節症や炎症など 

 足先からの静脈血やリンパ液は、膝付近

を通って心臓方向へ戻ります。そこで、膝

関節症や膝など心臓側の通り道に問題があ

り、血管やリンパ管を圧迫すると、これら

の内圧が上がり、間質方面に水が漏れ出ま

す。むくみの心臓側に痛みや腫れがあれ

ば、それを解消することがむくみを取る近

道です。 

３．主なむくみの原因 

むくみにくくなる生活習慣 

 むくみは様々な原因で起こるので、全てに良い

生活習慣とはいきませんが、次のことを実践して

みましょう。 

１）減塩を徹底する 

 前述のように水を保ち、引き付けるものは浸透

圧で、その中心となるのは電解質とタンパク質で

す。血液や間質液など細胞外の電解質の主なもの

はナトリウム（Na)と塩素（Cl)です。NaCl、こ

れは食塩のことで、塩だけでなく、醤油、味噌、

ソースなど様々な調味料に含まれています。単純

におかずにかける、これらの調味料を減らす、無

くすことはもちろんですが、それだけではありま

せん。最も塩分の多いのが、ラーメンや蕎麦、う 

 

どんのお汁や、味噌汁、スープです。どれも

出汁が効き美味しいのですが、飲み干すと食

塩換算で数グラムになります。日本人は10-
12g程度のNaClを摂取していますが、2/3位
を目標にしましょう。１食だけシリアルだけ

とし、食塩フリーにするのも有効です。 

２）毎日歩くこと 

 「足は第2の心臓」とも呼ばれ、ふくらは

ぎの筋肉は、血液を心臓に戻す上りのポンプ

として働きます。一番低いところの水を押し

戻すので、このポンプが働かないと、むくみ

が悪化します。１日10分、1日2回歩いた

り、自宅で足踏みするだけでも有効です。  


